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大会日程

開催日時 年 月 日（土）・ 日（日）

大会会場 東京医科大学記念館

〒 東京都新宿区新宿

懇親会会場 ハイアットリージェンシー東京

〒 東京都新宿区西新宿

【大会日程】

月 日（土） ～ 受付開始（於：東京医科大学記念館）

開会式

～ 審査形式試合

～ 高段者元立ち稽古

～ 自由稽古（ 終了）

～ 幹事会（於：ハイアットリージェンシー東京）

～ 懇親会（於：ハイアットリージェンシー東京）

月 日（日） ～ 自由稽古

集合写真

～ 団体戦

～ ―― 休憩 ――

警視流木太刀形

～ 拝見試合

～ 個人戦

閉会式

【大会参加費】 円（宿泊費別）

会長 稲村 征夫

副会長 荻原 一郎

実行委員長 荻原 幸彦

－ 2 －



大会日程

開催日時 年 月 日（土）・ 日（日）

大会会場 東京医科大学記念館

〒 東京都新宿区新宿

懇親会会場 ハイアットリージェンシー東京

〒 東京都新宿区西新宿

【大会日程】

月 日（土） ～ 受付開始（於：東京医科大学記念館）

開会式

～ 審査形式試合

～ 高段者元立ち稽古

～ 自由稽古（ 終了）

～ 幹事会（於：ハイアットリージェンシー東京）

～ 懇親会（於：ハイアットリージェンシー東京）

月 日（日） ～ 自由稽古

集合写真

～ 団体戦

～ ―― 休憩 ――

警視流木太刀形

～ 拝見試合
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会長 稲村 征夫
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【アクセス】

大会会場（東京医科大学記念館）

丸ノ内線： 「新宿御苑前駅」 番出口より 徒歩約 分

副都心線・都営新宿線： 「新宿三丁目駅」 出口より 徒歩約 分

懇親会会場（ハイアットリージェンシー東京）

大江戸線： 「都庁前駅」 出口 連絡通路経由 徒歩 分

丸ノ内線： 「西新宿駅」より 徒歩約 分

大会会場 → 懇親会会場

タクシー： 約 分（約 円）

第 回全日本医師剣道大会 事務局

〒 東京都新宿区西新宿 東京医科大学麻酔科学分野内

実行委員長 荻原 幸彦

携帯

副実行委員長 塚原 清彰， 稲垣 太郎
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全日本医師剣道連盟創立 周年を迎える東京大会

全日本医師剣道連盟

会長 大祢 廣伸

第 回いわて大会が北上総合体育館で盛大に開催されてから、約 ヶ月が

経過致しました。第 回全日本医師剣道大会は、関東医師剣道連盟会長稲村

征夫先生が大会会長を務められ、 年 月 日（土）・ 日（日）に東京

医科大学記念館にて開催予定です。

昭和 年（ 年） 月に東京で開催された第 回日本医学会総会時に全

日本医師剣道連盟が誕生して、次回東京大会で丁度 周年という人生で云う

所の還暦を迎える事となります。結成の核心となった故伊藤京逸先生・故松川

金七先生・故高岡謙次先生を初め、お三方のご意志を継いで来られた先人の

方々を偲ぶ意義深い大会となるでしょう。大勢の皆様のご参加をお待ち致して

おります。そして多くの剣友と旧交を温める時間を共有したいと思います。ま

た、今まで医師剣道大会に参加されなかった剣友・・・特に大学卒業後剣道を

休止している若い先生方にも是非参加を促して戴きたく、積極的な勧誘をお願

い致します。

さて既にアナウンスされている事ですが、連盟事務局長林明人先生を核に全

日本医師剣道連盟シンボルマークのラペルボタンを作成致しました。連盟会員

の方々が大会時上着の襟に装着し、大会に参加者される先生方の心が一つにな

るグッズとして活用をお願い致します。

私から更なる提案がございます。次回東京大会幹事会でご承認を戴く事業に

なりますが、今までの大会を総纏めにした創立 周年記念誌を製作したいと

存じます。今まで各大会にはそれぞれ立派なプログラムが作成されております
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おります。そして多くの剣友と旧交を温める時間を共有したいと思います。ま

た、今まで医師剣道大会に参加されなかった剣友・・・特に大学卒業後剣道を

休止している若い先生方にも是非参加を促して戴きたく、積極的な勧誘をお願

い致します。

さて既にアナウンスされている事ですが、連盟事務局長林明人先生を核に全

日本医師剣道連盟シンボルマークのラペルボタンを作成致しました。連盟会員

の方々が大会時上着の襟に装着し、大会に参加者される先生方の心が一つにな

るグッズとして活用をお願い致します。

私から更なる提案がございます。次回東京大会幹事会でご承認を戴く事業に

なりますが、今までの大会を総纏めにした創立 周年記念誌を製作したいと

存じます。今まで各大会にはそれぞれ立派なプログラムが作成されております

が、数年経過しますと紛失してしまう恐れも有り、今までの大会プログラムの

大会長挨拶文或いは集合写真や会員の皆様による「思い出」の文章などを 冊

に纏めて置きたいと思っております。各大会の資料をお持ちの先生は事務局ま

でご連絡戴けると幸いです。「思い出」の投稿（文字数制限無く、写真も歓

迎）にご協力戴ける先生は、早めに文章を作成して戴きたく存じます。

第 回日本医学会総会は、 年 月 日（土）～ 日（月・祝）名古

屋国際会議場を主会場として開催されますが、 月 日（土）・ 日（日）

開催予定の第 回全日本医師剣道大会会場は、東京都新宿区に位置する東京

医科大学記念館ですので、剣友の方々にお間違えの無い様にアナウンスの程、

重ねてお願い申し上げます。

合掌
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剣道界における医師の役割 

 

野見山すすむ  

 
皆様こんにちは。今回林事務局長より投

稿を依頼されました。テーマは、｢剣道界に

おける医師の役割｣、です。もともと文才は

ない私ですのでお断りしようかと思いました

が、感じることもありお引き受けさせていた

だくこととしました。

結論から申しますと医師として剣道（界）と

向き合うことは自然科学をまなぶ一員として

向き合うことだと思います。医師としての役

割、科学的に事実に基づいて考察する役割

などがあります。そのように考えて剣道と接

すると驚くほど剣道の教えは合理的で、理

にあった、科学的にも証明できるような内容

に満ち満ちています。剣道における先人の知恵、教えは実体験に基づく、つまり自分

の体を使った実験（言いすぎでしょうか）の結果、証明されてきたことばかりです。背が

高くとも、背が低くとも、体重が多くとも少なくとも剣理の示すところに従えばその違い

はなくなると思います。剣道が常に無差別級である理由です。

私が剣道を始めたのは高校 年の秋（ 月？）、昭和 年だったと思います。昔

から東映時代劇の影響で剣道（チャンバラとの区別がついていない）をやりたかった

のですが、小学校は ％ぐらいしか登校していないほど虚弱児だったので親が許し

てくれず、たまたま自宅近くの警察道場で青少年剣道指導が始まるのをきっかけに飛

び込むことになります。以来、六段をいただくまでは至って順調でしたが、これはご指

導いただいた先生がたがすばらしいかたばかりだったおかげです。ご指導いただいて

いるときはあまり感じなかったのですが今にして思えばなんともお恥ずかしい次第で

す。現在指導いただいている神奈川県剣道連盟小林英雄会長も人柄はもちろんです

が、剣道に対する努力工夫、洞察力、なにより剣道そのものの理解（怒られますね）

が抜群です。指導力は神奈川県の八段合格率、女性七段合格率を見ていただけれ

ば一目瞭然です。

医師として剣道にきちんと向き合うようになったのは麻酔科を選択して ～ 年目の

頃と思います。麻酔科臨床において剣道を修行（とてもその域ではないのですが）し
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ば一目瞭然です。

医師として剣道にきちんと向き合うようになったのは麻酔科を選択して ～ 年目の

頃と思います。麻酔科臨床において剣道を修行（とてもその域ではないのですが）し

てきたことがどれほど役に立ったかわかりません。言葉でいえば不動心と不動智がそ

の典型だと思います。また神奈川にいて関東医師剣道連盟に参加していたことから

伊藤元明先生に全剣連医科学委員会に入れていただき、ここで前全剣連副会長松

永先生のご意向もあり 年より強化合宿の帯同医師として活動するようになりま

す。ここでも多くの範士の先生方よりお話を聞く機会を得て、剣道の理についてお話

をいただく機会を得ることになります。

文頭に述べました剣道の教えがいかに正しいか、単なる根性論や言い伝えとは別

世界のものであるかについて少し述べたいと思います。

まず姿勢です。剣道の自然体とは人が自然にとる楽な姿勢ではありません。剣道を

実施するにあたって、竹刀を使って打突、防御という動作を実施するにおいて最も適

した姿勢です。なぜならこの自然体で構えた竹刀は最も軽く（感じるように）なり、打突

動作において最も無駄なく、無理なく動けます。どのスポーツでも完成した姿は美しさ

を備えています。その美しさを備えた力強い打突の姿を実現する最も適した準備の姿

が剣道での自然体です。もう一つこの姿は体を痛める可能性が最も少ない形でもあ

ります。まさに無理なく、無駄なく、無法無しの具現形です。

もう一つ非常に素晴らしい教えというべきか知恵というべきか、丹田に力を籠める、

という教えがあります。これも自然体をつくる重要な要素でもありますが、それ以上の

ものを包含しているように思えます。では丹田とは人体のどこでしょうか。丹田に力を

籠めるとはどこに力を籠めるのでしょうか。丹田とは概念上のものであり、物理的部

位を示すものではないという方もいらっしゃいますが、これは少し違うのかなと感じて

ます。多くの方は下腹部、つまり腹筋と理解されている節があります。正しいのかもし

れませんが、下腹部に力を籠めると肩にも力が入りやすく、力みにつながりかねない

ように思います。神奈川県の故亀井範士が図示して教えられた部位は腹筋よりもさら

に内側です。少し調べたところやはり丹田とは腹筋そのものの位置ではありません。

いま実験（調査）中ですがやはり人体を動かす最も重要な部分にあたり、強い打突を

発生させるために不可欠の場所であるように思います。

このように剣道の教えを科学的に検証してみるとその合理性に驚きます。まさに理

に合ってはじめて打突が美しくなり、完成します。

一方、剣道を取りまく、新しい医学的な知見の方にはまだまだ科学的に正しいか検

討しながらならないものが多くあるように思います。例えば熱中症です。この本質は熱

（体温上昇）と脱水による意識障害の進行から多臓器障害にいたるものであり、その

段階が 段階に区切られ、その時期に応じた適切な治療により悪化を防ぐことができ

ると考えられます。脱水にいたる原因のひとつは発汗であることから水分と塩分の摂

取が予防の段階から重要といわれています。しかし、得られているデータからは低ナ

トリウム血症を示唆するものは非常に少なく、発汗中のＮａも発汗量の増大にともない

減少するというデータもあるそうです（小生未確認）。４日間、１日の塩分摂取量を ｇ
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程度におさえ、水分は ｍｌ摂取とし、高温の中で１日４時間の運動を実施したあと、

血中Ｎａ濃度は を超えていたという実験結果（被験者健康成人１名）もあり

ます。救急医学会の発表にはⅢ度で集中治療をうけた患者の入院時血中Ｎａ濃度は

高い、正常域、低いがほぼ同数というデータがあります。Ⅲ度の搬送患者の大部分

は老人でスポーツ中にこのような状態になることはまれなのですが。日本人の 日塩

分摂取量はＷＨＯ推奨量の 倍を超し、外食メニュー中のほとんどは 食あたり塩分

は ｇをこえます。従って熱中用予防には水分摂取、熱中症Ⅰ度でもミネラルウォータ

ーか薄めたスポーツドリンクのほうが人体にとって、特に成人にとっては安全と考えら

れます。特錬の様な稽古をしていても３回の食事をとっているかぎり低Ｎａ血症となる

ことは考えられません。また熱痙攣が熱中症の低Ｎａ血症によるとの考えもあります

が、急性低Ｎａ血症による痙攣は脳浮腫による全身痙攣です。熱痙攣の原因は別に

あるような気がします。熱痙攣の多くはその筋のストレッチにより改善することがヒント

となるように思います。

熱中症の治療のうち多くは正しいのですがどの時期にどの治療を行い、何に注目

（観察）していくべきかなどはまだ整理できていないように思います。熱中症シーズン

に色んなタレントがマスコミの中で「水と糖と塩をとらなきゃいけない」と声高に叫ぶ中

で、救急医学会の代表は「なによりも水分です。水の摂取です」といわれているのが

今年の報道の印象です。残念ながら多くの汗をかいた人、熱中症Ⅰ度の人の血中Ｎ

ａ濃度を多数調べたデータはありません。私が書いてきたことも推論ということになり

ます。

医師として剣道にどう接するか、科学的に検証するという態度で臨むことに尽きると

思います。そうするとますます剣道のすばらしさにきづかされます。岡山の故石原範

士は剣道の修行過程と打突について次のようなお言葉を残されています。「触る、叩

く、打つ（全日本出場者や七段クラス）、斬る（範士のクラス）、抑える、忘れると進む。

いまだかって抑えるという段階に達した人を知らない」。知人の当時警視庁特錬のバ

リバリの現役だった先生が故持田範士に 回稽古をお願いしたとき一度も打って出る

ことができず、いつの間にか羽目板に背中がぶつかることを繰り返したと話されてい

ました。抑える域だったのでしょうか。剣は剣の理法の修練による人間形成の道であ

る、石原先生のお言葉と考えあわせると、範士の先生方もまだまだ道半ばの人間臭

い人間なんだと思え、なんだか妙に納得できるような、嬉しいような、気が遠くなるよう

な気がします。なによりも剣道を生涯（残り少なくなりましたが）の道として選んだこと

が素晴らしいことだったと悦に入っています。

先生方とまた稽古できる日を楽しみにしています。
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く、打つ（全日本出場者や七段クラス）、斬る（範士のクラス）、抑える、忘れると進む。

いまだかって抑えるという段階に達した人を知らない」。知人の当時警視庁特錬のバ

リバリの現役だった先生が故持田範士に 回稽古をお願いしたとき一度も打って出る

ことができず、いつの間にか羽目板に背中がぶつかることを繰り返したと話されてい

ました。抑える域だったのでしょうか。剣は剣の理法の修練による人間形成の道であ

る、石原先生のお言葉と考えあわせると、範士の先生方もまだまだ道半ばの人間臭

い人間なんだと思え、なんだか妙に納得できるような、嬉しいような、気が遠くなるよう

な気がします。なによりも剣道を生涯（残り少なくなりましたが）の道として選んだこと

が素晴らしいことだったと悦に入っています。

先生方とまた稽古できる日を楽しみにしています。
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第 回全日本医師剣道大会を終えて

いわて大会実行委員長 川上 格

先ず以って平成 年 月 日 土 、 日（日）の 日間

に渡り行われました第 回全日本医師剣道大会に 名と

多くの先生方にご参加いただきましたこと誠に感謝申し上げ

ます。

私自身、剣道大会の参加はあっても大会運営自体は全く初

めてでありました。大会会長の菅義行先生をはじめ、実行委

員のメンバー、並びに医師剣道連盟事務局長の林明人先

生、高知大会実行委員長の枝重恭一先生には多大なるご指

導を賜りました。大会を無事終えることができ安堵しておりま

す。この場をお借りして御礼を申し上げます。

平成 年 月（大会の１年４ヶ月前）に菅先生より大会実行委員長を仰せ付か

り、大会に向けた実行委員会が立ち上がりました。私の役割は①大会プログラムを作

ること、②実行委員のメンバーのアイデア、意見をまとめること、

この二つが重要と考え取り組みました。まずは年間スケジュールを作り、月１〜 回

実行委員会を開催し、協議内容を確認しながら進めて参りました。実行委員のメンバ

ーは岩手県の各地域に散らばっており、面積の広い本県では皆で集まること自体が

大変（特に冬場の豪雪時など）でしたが、お忙しい中ご協力を頂きました。その中でメ

ーリングリストを利用した意見交換も行いましたが、進捗状況の確認に非常に有用で

あったと思います。メンバー一人一人がアイデアを出し合い、大会当日は「鬼剣舞」や

「新渡戸稲造文化講演会」など様々な企画を取り入れ実現できたことに満足しており

ます。いわて大会は沢山のアイデア、企画が詰まった大会であったと思いますが、幹

事会でのご意見でもありました様に、剣道の原点に戻り稽古、試合を中心とした剣道

大会として簡素化するなど様々な大会の形があって然るべきと思っております。

「審査形式立会い」「地区別団体戦」「個人戦」ではできるだけ個人々々が有意義な

対戦になっていただける様な組み合わせを考えました。特に「地区別団体戦」では県

を超えた広域でチーム編成を行い、交流を深めていただける様配慮しました。「個人

戦」では年齢差を大きくし若手と熟練者の組み合わせを多く取り入れました。各コート

で年齢差、段位を超越した真剣勝負が見られ、見応えのある試合が多かったと思っ

ております。大会の締めくくりをお引き受けいただいた鏡山博行先生と大祢廣伸先生
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には素晴らしい立会いをご披露いただき大変感動いたしました。本当に感謝申し上げ

ます。

今回の大会では特に若い先生方に働きかけ、東北地方を中心に比較的多くの先

生方に参加していただきました（秋田からは 歳台の先生が 名参加されました）。

現実的には若い先生方の参加はなかなか難しいと思いますが、とにかくまずは１回

参加していただくこと、それにより医師剣道大会の素晴らしさを実感し継続参加に繋

がっていくのではないかと思っております（私自身が初めての伊勢大会で非常に感銘

を受け、以降大会参加しております）。今後の医師剣道大会発展のため、若い先生方

に積極的に参加していただくような大会運営、医師剣道連盟の方策に期待致します。

私自身振り返ってみますと 日間に渡る大会はまるで夢の中にいるような心境でお

りました。大会を終え約１ヶ月は放心状態が続きましたが、時間が経つにつれ本当に

いい経験をさせて頂いたという実感が湧いてきました。日々の診療、医師会等の仕事

にも積極的に取り組める様になってきました。まさに剣道と医道は両輪をなすものだ

ということを実感しております。また大会を通じ多くの先生方、大会関係者の方と関わ

らせていただき、多くの繋がりを持つことが出来ました。菅先生と 年間通して行った

日本剣道形の稽古は何事にも代え難い貴重な経験でありました。

日々の診療、研究をしながら大会運営を行うというのは並々ならぬ苦労があり、この

大会は先生方の思いや苦労の末に受け継がれているということを改めて感じた次第

です。

大会中至らぬ点、不手際等あったと思いますがご容赦いただければ幸いです。最後

に皆様方にもう一度感謝を申し上げ、今後の大会でも「交剣知愛」の程宜しくお願い

致します。
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大会結果

【地区別団体戦】

優勝 ：東北 （菅 剛史、岡田治郎、田邊忠輝、高橋 衛）

準優勝：東北 （三田基樹、菅 重典、宇佐美伸、田中昭彦、三條貞夫）

３位 ：関東 、九州・沖縄

【個人優秀選手賞】

池澤清豪（北海道）、宮坂信之（東京）、長野拓三（鳥取）、伊神 勲（青森）、

福島孝幸（千葉）、門野由紀子（東京）、林 明人（茨城）、石山雄一（神奈川）、

宮下 薫（神奈川）、松下正矢（静岡）、菅 徹也（岩手）、日高康博（東京）

「特別賞」

【生涯剣道賞】

鏡山博行（兵庫）、稲村征夫（東京）

【大志剣道賞】

東本 郁（秋田）、青山 有（秋田）
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香港、マカオそして有縁ということ

篠原義智

 
●ライバル剣友；

昭和大学の清水浩二君（当時同大外科助教授）は私の

剣道のライバルであり恩人である。

彼とは大の仲好しではあるが、同学年であるため全日

本医師剣道（全日医剣）大会では毎回立会わされて仇

敵と化す。

彼は私の剣道における恩人である。

というのも、彼が私を関東医師剣道連盟（関東医剣）と

築地警察署の稽古会（築地木曜会）に入会させてくれたからである。

これらに所属させてもらったことから私の剣道人生を限りなく豊かにしてくれた大勢の

人々と出会うこととなる。

●築地木曜会そしてマカオ剣道との出会い

「築地木曜会」の師範は小笠原宗作先生（範士八段）である。

小笠原先生は私の亡き伯父（東レ三島師範）を良く知っていたこともあり目をかけて

頂いた。先生の稽古は、決して縁を切らず、振り返るところや気の途切れたところをポ

ンポンと打って下さる。先生の柔らかい剣遣いと足捌きは伯父のそれと重なり、私は

すぐにファンになった。

「築地木曜会」稽古後のある宴席に一人の若い外国人剣士がいた。マカオ剣道連盟

の当時の会長ルイス・トラブコである。剣道の腕前は３段位であったが、落ち着いてい

て威厳さえ感じた。彼の剣道に対する真摯さと年に３ー４回も修行の為に来日すると

いう熱意に同席の剣友は揃って感激した。

その彼が創始したというマカオの剣道を見に行こうと話はトントン拍子に決まり、

年５月１日から５日間、剣友３人とマカオを訪問した。

マカオ剣道連盟は我々を盛大にかつ熱烈に歓迎してくれた。

マカオ剣道連盟は中国人、マカオ人、ポルトガル人で構成されており、当時のレベル

は初心者から２段位であったと思う。

実際の指導は、私がまず英語で話し、ルイスがポルトガル語と広東語で皆に伝えて

行われた。ところがこれで終わりではなく、聾唖の剣士が１人混じっており、そばにい

る仲間が手話で内容を伝えていた。

－ 28 －



香港、マカオそして有縁ということ

篠原義智

 
●ライバル剣友；

昭和大学の清水浩二君（当時同大外科助教授）は私の

剣道のライバルであり恩人である。

彼とは大の仲好しではあるが、同学年であるため全日

本医師剣道（全日医剣）大会では毎回立会わされて仇

敵と化す。

彼は私の剣道における恩人である。

というのも、彼が私を関東医師剣道連盟（関東医剣）と

築地警察署の稽古会（築地木曜会）に入会させてくれたからである。

これらに所属させてもらったことから私の剣道人生を限りなく豊かにしてくれた大勢の

人々と出会うこととなる。

●築地木曜会そしてマカオ剣道との出会い

「築地木曜会」の師範は小笠原宗作先生（範士八段）である。

小笠原先生は私の亡き伯父（東レ三島師範）を良く知っていたこともあり目をかけて

頂いた。先生の稽古は、決して縁を切らず、振り返るところや気の途切れたところをポ

ンポンと打って下さる。先生の柔らかい剣遣いと足捌きは伯父のそれと重なり、私は

すぐにファンになった。

「築地木曜会」稽古後のある宴席に一人の若い外国人剣士がいた。マカオ剣道連盟

の当時の会長ルイス・トラブコである。剣道の腕前は３段位であったが、落ち着いてい

て威厳さえ感じた。彼の剣道に対する真摯さと年に３ー４回も修行の為に来日すると

いう熱意に同席の剣友は揃って感激した。

その彼が創始したというマカオの剣道を見に行こうと話はトントン拍子に決まり、

年５月１日から５日間、剣友３人とマカオを訪問した。

マカオ剣道連盟は我々を盛大にかつ熱烈に歓迎してくれた。

マカオ剣道連盟は中国人、マカオ人、ポルトガル人で構成されており、当時のレベル

は初心者から２段位であったと思う。

実際の指導は、私がまず英語で話し、ルイスがポルトガル語と広東語で皆に伝えて

行われた。ところがこれで終わりではなく、聾唖の剣士が１人混じっており、そばにい

る仲間が手話で内容を伝えていた。

このようにルイスの弟子たちは多種多様で、様々な言語を飛び

交わせながら一体となって真剣に剣道を学ぶ様子は、我々にと

りまさに感動的であった。

ルイスは威厳を持って彼らに剣道の魅力を伝え、剣道の基本

を厳しく徹底させていたが、一旦稽古が終わると、彼らは皆人

なつっこい若者にもどる。

私も本物の家族のような彼らの仲間に入り、はしゃぎながら「あ

あ、剣道をやっていて本当に良かった」と、幸福感を味わってい

た（写真１）。

こうして私はこの後も約５年間にわたり年に数回マカオに渡りマ

カオ剣道レベルの底上げにルイスに協力した。ルイスも私を窓口にしてこれまで以上

に頻回に来日し熱心に修行にはげんだ。このようにして私とルイスは一生の友となっ

た。現在ルイス一家はマカオを離れて英国オックスフォードに移住しているが、毎週

日曜日には現地で稽古を続けている。

●香港剣道協会との出会い

１９９９年の第１回マカオ訪問の帰途、我々は初めて香港剣道協会の稽古会に参加し

た。香港剣道協会の創立は１９９４年であるが、香港では１９７２年からすでに道場剣

道の活動がスタートしており長い歴史を有する。

総勢でも２０人ほどのマカオ剣道連盟とは異なり、黄宝傑（現在７段）会長のもと大き

な体育館で６０名ほどが稽古に励む光景は壮観であった。

堀部優浩先生（７段）、山田好男先生（７段）、笹原正次先生（ 段）など現地在住の日

本人が指導陣の重要な一角をなしていたが、一方で商社などの香港転勤族で腕の

立つ日本人剣士が加わり互いに切磋琢磨していた。その中には何人もの忘れられな

い名剣士がいた。同業者では黎 卓先（

現在 段）先生がいる。彼は香

港では相当有名な医者らしい。

ある日「東京に来たので会いたい」というので私

は宿泊中の京王プラザホテルに出向き深夜まで

楽しくお喋りした。 私が「何の学会で来たの？」

と聞いた時「東京大学の幕内教授に頼まれて学

生の講義に来た」と平然と答えた時には少なから

ず驚いた。現在ではブラジル出身で香港在住のロベルト岸川先生が２０１３年に８段

審査に合格してからは、彼が名実共に指導陣のトップとなった（写真２）。

このように剣道環境に恵まれた香港では現在、香港出身の７段剣士が５名、６段剣士
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も４名を輩出しており 、アジア剣道界ではリーダー的存在として、２００１年より毎年ア

ジアオープン香港剣道大会（ ）を主催して

おり、最近の参加者は延べ７００人にまで膨れ上がっているという。

●容貫超との出会い

私は当初はマカオに重点を置いて訪問していたが、何年か経ってルイスがマカオ剣

道連盟を離れたのを機に私のアジアでの剣道交流はもっぱら香港で行われるように

なった。香港の仲間は北本で行われる外国人指導者講習会や自分の段審査などで

来日する機会も多く、彼らと私の交流も頻回となり、そして深いものとなっていった。

そんな彼らの中でも一番光っていたのが容貫超（当時５段）であった。

彼は英国やオランダでも仕事をしていた国際的なビジネ

スマンである。

英国にいた 年間には英国ナショナルチームのコーチを

委託され、香港に戻ってからは世界剣道選手権で香港

チームの大将をつとめるなどの経歴がある。

彼は誰よりも「日本人的」であり、私の知るアマチュア剣

道家の誰よりも剣道に対する情熱は強い。私は自然と

彼の応援に力を入れるようになり、一緒に切磋琢磨して

いこうと話し合った。私が彼を小笠原宗作先生に引き合わせたのだが、じきに彼は小

笠原先生を特に精神面で崇拝するようになった。（写真３）

彼は剣道６段に２回目の受審（名古屋）で合格した。

その帰りの新幹線の車中で「７段は一発で合格しろ、私もしっかり応援する。これは

我々のミッションだ！」と気炎を上げた。

いよいよ彼の７段受審の時、１０日前から来日さ

せ２人で福島と新潟を１週間武者修行し最終調

整をしてから２人で京都に向かった。

彼は立派な立ち合いで７段一発合格の快挙（ミ

ッション）を果たしてくれた。

自分の番号を確認した彼が向こうから涙を浮か

べて歩いて来て私に抱きついた時のことは忘れ

られない。このようにして私に「弟」が出来た。

「弟」ばかりでなく、詳細ははしょるが、香港では

アグネス李（５段）とジョアンナ陳（５段）という「妹」

も出来た。（写真４）
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も４名を輩出しており 、アジア剣道界ではリーダー的存在として、２００１年より毎年ア

ジアオープン香港剣道大会（ ）を主催して
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いよいよ彼の７段受審の時、１０日前から来日さ

せ２人で福島と新潟を１週間武者修行し最終調

整をしてから２人で京都に向かった。

彼は立派な立ち合いで７段一発合格の快挙（ミ

ッション）を果たしてくれた。

自分の番号を確認した彼が向こうから涙を浮か

べて歩いて来て私に抱きついた時のことは忘れ

られない。このようにして私に「弟」が出来た。

「弟」ばかりでなく、詳細ははしょるが、香港では

アグネス李（５段）とジョアンナ陳（５段）という「妹」

も出来た。（写真４）

●「関東医剣」の大先輩たち

私が清水先生の紹介で関東医剣の稽古に初めて参加した日のことを今でも良く覚え

ている。私は当時６段を取得したばかりであったが、どの先輩に掛かっても歯がたた

なかった。当時の会長は故山崎衛先生（教士７段）であった。

江東区の赤髭先生と呼ばれていて「温かさの塊」のような先生で会員全員から愛され

ていた。

当時の「関東医剣」の稽古後には、毎回近くの中華料理店で宴会が設けられたが、

山崎先生は毎回美味しいアンパンをとても大きなブリキの缶一杯に持って来て皆に

配って下さった。故大祢一郎先生（範士８段）や伊藤元明先生（元東京都剣道連盟会

長、元全日医剣会長）などお名前を挙げきれないほどの大先輩が必ず参加された。

そうそうたる大先生方はいつも店の右奥の丸テーブルを取り囲んで座った。会話する

その様子はとても重々しく、私などは居住まいを正して聞き入っていた。

私は「関東医剣」の先輩方に恩返しをするため、仲間に喜んでもらうため、「関東医剣」

の香港剣道ツアーを計画し、２００６年７月に多くの香港の剣友の協力のもとに盛大に

実施された。（写真５）

何よりも山崎衛先生が喜んでくださったのが一番うれしかった。（写真６）

香港剣道ツアーを成功裏に終えたある日、山崎衛先生から「美味しい寿司でも食べ

に出てきなさい」とのお電話を頂戴した。

下町の老舗寿司屋では先生の娘先生（日本医大Ｏ

Ｂ）とツアーに同行した甥の小林さんも加わり私を迎

えて下さった。その席で山崎衛先生は「香港ツアー

では篠原君の配慮が実に行き届いており見事であ

った、本当に楽しかった。有難う！」と仰って下さっ

た。

尊敬する大先輩に喜んで頂けた、誉めて頂けたと

まるで天にも昇る思いであった。

２０１１年１０月に山崎衛先生が亡くなってしばらくし

たある日、娘先生宅を訪ねて山崎衛先生を偲び２
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時間余りお話をさせて頂いた。

娘から見た父親としての山崎衛先生の逸話も色々と伺ったが、「父は何事にも一生懸

命の人でした」との言葉が印象的であった。

失礼する際には山崎衛先生が愛用していた防具と竹刀などを形見として下さった。

それらのうち胴と小手は後日「恩人」である清水浩二君に形見分けをした。

●有縁ということ

「有縁」（中国人は「ヨゥユェン」と発音する）という言葉がある。

「有縁」という言葉を中国人は感情を込めてよく使う。

文字どおり「縁」が「有る」という意味であるが、人と人が出会い、感謝、尊敬、慈愛、

互いの信頼などで「互いの心がつながった状態」をイメージする言葉である。

中国人の推定人口は１３億人（世界総人口は７５億人）もいるので、誰かと誰かが出

会った、ということを我々日本人と比べて、より「運命的」なものとしてとらえるのだと思

う。

しかし、考えてみると私も医師となり、たまたま剣道を愛好し、継続し、関東医剣と全

日医剣に所属したおかげで多くの尊敬する先輩方と出会えた。

思い立ってルイスを訪問したことから、国を越えて国籍が違う沢山の友人とめぐり会

えた。

このような御縁を頂いて私の剣道人生壮年期が豊かで誇らしいものとなったのである

から、中国人でなくとも「有縁！有縁！」と呟きながら、この「特別な縁」に感謝しない

わけにはいかないのである。

気づくと、私の剣道人生もすでに老年期に入った。

これからは剣道をもっと広くとらえて、大祢廣伸先生（現全日医剣会長）が本会報で会

長就任時の挨拶で述べたように、「人や物を生かして」周りの人に「何か愛のようなも

の」「素晴らしい縁を伝え大切にしてゆく」ことを意識した人生を実践していこうと思っ

ている。

以上。
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気づくと、私の剣道人生もすでに老年期に入った。
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月刊 剣窓 平成 年（ ） 月号 通巻第 号

全日本剣道連盟からの転載許可に深謝します。 
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私の好きな言葉

月刊剣道時代（体育とスポーツ出版社）の巻頭のページに【私の好きな言葉】シリー

ズがあります。今回、全日本医師剣道連盟が創立 周年を迎えるにあたって、これ

まで掲載された会員 名の記事を掲載します。

１） 年 月 伊藤 元明

「初めにはためらいがちに、単純に、しかし常に一貫した方向に私の思想は進みふ

くらんできた。」

２） 年 月 宮坂 信之

「継続は力なり」

３） 年 月 鏡山 博行

「打たれたっていいじゃないですか」

４） 年 月 中山 尚夫

「工夫肝要なり」

５） 年 月 宮坂 昌之

「夢みて行い考えて祈る」

６） 年 月 十河 勝正

「あるがまま」

７） 年 月 林 明人

「仁と斌」 と

剣道時代にはご理解のもと転載許可をいただきました。

また、剣道時代の方には全日本医師剣道大会をたびたび取材していただいておりま

す。柳田直子様をはじめ剣道時代の関係の皆様に感謝の意を表します。

（文責 林 明人）
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こ
れ
は
私
の
師
匠
で
あ
る
梯
正
治
先
生
（
元
警

視
庁
剣
道
指
導
室
主
席
師
範
、
剣
道
範
士
八
段
）

が
、
く
り
返
し
お
っ
し
ゃ
る
言
葉
で
あ
る
。
先
生

は
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
東
京
医
科
歯
科
大
学
の

剣
道
部
師
範
で
も
あ
り
、
学
生
に
対
し
て
も
稽
古

を
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。

最
近
、
私
は
こ
の
言
葉
の
意
味
が
痛
い
ほ
ど
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

私
は
剣
道
を
始
め
て
五
十
年
に
な
る
。
そ
の
間
、

何
度
か
中
断
の
危
機
が
あ
っ
た
。
高
校
時
代
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
夢
見
て
稽
古
ば
か
り
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
に
入
学
後
は
剣
道
を
少
し

お
休
み
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
は

先
輩
の
勧
め
も
あ
っ
て
入
部
し
た
。
内
科
研
修
医

時
代
は
仕
事
が
忙
し
く
、
稽
古
は
ほ
と
ん
ど
中
断

し
て
い
た
に
等
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
留
学

先
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

皮
肉
な
こ
と
に
研
修
医
時
代
よ
り
も
少
し
稽
古
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
後
は
ま
た
仕
事
に
忙

殺
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
梯
先
生

が
師
範
と
し
て
大
学
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
を
契
機
に
私
の
稽
古
量
も
少
し
ず
つ
増
え
だ

し
た
。

　

梯
先
生
は
道
場
で
は
い
つ
も
巌
の
よ
う
に
聳
え

立
ち
、
掛
か
っ
て
も
掛
か
っ
て
も
は
ね
返
さ
れ
る
。

稽
古
を
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
、
結
果
は
歴
然

で
あ
る
。
先
生
は
「
一
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
自

分
が
わ
か
る
、
二
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
相
手
が

わ
か
る
、
三
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
他
人
が
わ
か

る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、「
正
、
厳
、
楽
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
、
私
は
大
病
を
患
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
で
剣
道
と
は
こ
れ
で
永
遠
に
お
別

れ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
病
か
ら
復
帰
後
に

リ
ハ
ビ
リ
が
て
ら
素
振
り
を
し
て
い
る
と
、
稽
古

が
無
性
に
や
り
た
く
な
っ
た
。
防
具
を
つ
け
て
新

入
生
の
指
導
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
な
ら

稽
古
が
で
き
る
で
は
な
い
か
…
…
。
以
来
、
少
し

ず
つ
稽
古
量
を
増
や
し
、
と
う
と
う
週
二
回
ま
で

な
ら
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
、
稽
古
の
時
間
だ
け
は
確
保
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

剣
道
で
も
医
学
で
も
、
と
に
か
く
継
続
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
私
も
今
で
は
学
生
や
研
修
医

に
「
継
続
は
力
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。

継
続
は
力
な
り

連載

私の好きな言葉
偶

宮坂信之

みやさか・のぶゆき／昭和２２年９月１８日、長野県上田市に生まれる。６２歳。
上田高校から東京医科歯科大学医学部に進み、卒業後は母校の第一内科に
入局。専門分野は内科学（リウマチ・膠原病）、臨床免疫学。剣道は中学
時代から始め、上田高校時代は昭和４０年佐賀インターハイに出場する。現
在、東京医科歯科大学膠原病・リウマチ内科教授、同大学副学長。剣道錬
士七段。  撮影＝笹井孝祐
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の
稽
古
量
も
少
し
ず
つ
増
え
だ

し
た
。

　

梯
先
生
は
道
場
で
は
い
つ
も
巌
の
よ
う
に
聳
え

立
ち
、
掛
か
っ
て
も
掛
か
っ
て
も
は
ね
返
さ
れ
る
。

稽
古
を
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
、
結
果
は
歴
然

で
あ
る
。
先
生
は
「
一
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
自

分
が
わ
か
る
、
二
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
相
手
が

わ
か
る
、
三
日
稽
古
を
し
な
け
れ
ば
他
人
が
わ
か

る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、「
正
、
厳
、
楽
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
、
私
は
大
病
を
患
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
で
剣
道
と
は
こ
れ
で
永
遠
に
お
別

れ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
病
か
ら
復
帰
後
に

リ
ハ
ビ
リ
が
て
ら
素
振
り
を
し
て
い
る
と
、
稽
古

が
無
性
に
や
り
た
く
な
っ
た
。
防
具
を
つ
け
て
新

入
生
の
指
導
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
な
ら

稽
古
が
で
き
る
で
は
な
い
か
…
…
。
以
来
、
少
し

ず
つ
稽
古
量
を
増
や
し
、
と
う
と
う
週
二
回
ま
で

な
ら
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
、
稽
古
の
時
間
だ
け
は
確
保
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

剣
道
で
も
医
学
で
も
、
と
に
か
く
継
続
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
私
も
今
で
は
学
生
や
研
修
医

に
「
継
続
は
力
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。

継
続
は
力
な
り

連載

私の好きな言葉
偶

宮坂信之

みやさか・のぶゆき／昭和２２年９月１８日、長野県上田市に生まれる。６２歳。
上田高校から東京医科歯科大学医学部に進み、卒業後は母校の第一内科に
入局。専門分野は内科学（リウマチ・膠原病）、臨床免疫学。剣道は中学
時代から始め、上田高校時代は昭和４０年佐賀インターハイに出場する。現
在、東京医科歯科大学膠原病・リウマチ内科教授、同大学副学長。剣道錬
士七段。  撮影＝笹井孝祐
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四
十
年
く
ら
い
前
に
な
ろ
う
か
、
米
国
留
学
か

ら
帰
国
し
て
、
そ
の
間
に
母
校
大
阪
大
学
の
師
範

と
し
て
赴
任
さ
れ
て
い
た
池
田
勇
治
先
生
に
、
初

め
て
稽
古
を
お
願
い
し
た
時
に
頂
い
た
言
葉
で
あ

る
。
稽
古
の
後
の
第
二
道
場
で
酒
杯
片
手
に
伺
っ

た
そ
の
時
の
状
況
は
今
も
鮮
明
に
蘇
る
。

　
「
四
十
近
い
の
で
し
ょ
う
。
今
の
よ
う
な
剣
道
で

は
す
ぐ
に
で
き
な
く
な
る
。
大
人
の
剣
道
、
王
者

の
剣
道
を
目
指
し
な
さ
い
」

　
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
具
体
的
に
説
明
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

　
「
い
い
で
す
か
。
竹
刀
を
交
え
て
に
ら
み
合
っ
て

い
る
。
相
手
が
動
く
気
配
を
感
じ
た
。
し
か
し
来

な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
時
、
こ
ち
ら
の
手
元
が
ピ

ク
リ
と
動
い
た
。
心
を
動
か
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

『
参
っ
た
』
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
申
し
上
げ
ま
し

ょ
う
。
相
手
が
『
参
っ
た
』
と
頭
を
下
げ
た
と
き
、

腰
が
少
し
残
り
ま
し
た
、
少
し
竹
刀
に
触
れ
ま
し

た
。『
も
う
一
本
お
願
い
し
ま
す
』
と
い
う
気
持

ち
を
持
ち
な
さ
い
。
相
手
に
打
た
れ
た
。
軽
い
、

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
い
い
と
こ
ろ
を
打
た
れ
た

わ
け
で
す
。『
参
っ
た
』
と
い
い
な
さ
い
」

　

そ
し
て
最
後
に
「
打
た
れ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
打
ち
た
い
、
打
た
れ
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
い
か
ら
駄
目
な
剣
道
し
か
で
き
な

い
の
で
す
。
打
た
れ
た
ら
打
ち
返
せ
ば
い
い
。
ま

っ
す
ぐ
大
き
く
」
と
付
け
加
え
ら
れ
た
。
以
後
、

何
度
も
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

六
段
、
七
段
を
受
審
前
に
は
「
打
た
れ
て
も
い

い
が
、
無
様
な
打
た
れ
方
は
す
る
ま
い
。
格
好
よ

く
打
た
れ
よ
う
」
と
口
の
中
で
繰
り
返
し
な
が
ら

臨
み
、
好
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
七
段
の
審
査
で

は
見
事
な
抜
き
面
を
食
ら
っ
た
が
、
お
相
手
と
も

ど
も
合
格
で
き
た
。

　

こ
の
言
葉
を
自
分
の
生
き
様
の
中
で
活
か
す
べ

く
、
重
要
な
場
面
場
面
で
「
打
た
れ
て
も
い
い
じ

ゃ
な
い
か
」
の
気
持
ち
で
対
処
し
よ
う
と
努
め
て

い
る
が
な
か
な
か
難
し
い
。
相
手
か
ら
反
撃
さ
れ

る
の
が
億
劫
で
、
黙
っ
て
退
い
て
し
ま
い
、
後
悔

す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

　

稽
古
の
始
め
に
こ
の
言
葉
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

面
を
か
ぶ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
方
的
に
打
た

れ
て
終
わ
る
こ
と
も
多
く
、「
打
た
れ
っ
ぱ
な
し

で
い
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
…
…
」
と
の
天
国
か

ら
の
先
生
の
お
叱
り
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
稽
古
が
楽
し
く
な

っ
て
い
る
の
は
こ
の
言
葉
の
お
陰
と
信
じ
て
い
る
。

　

よ
い
師
を
持
て
た
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
る
。

打
た
れ
たって
いい
じ
ゃ
な
い
で
す
か

連載

私の好きな言葉
●101 

鏡山博行
（大阪府剣道連盟会長）

かがみやま・ひろゆき／昭和１０年大阪市で生まれる。７５歳。剣道は昭和２６年兵
庫甲南高等学校で野田秀造師範の手ほどきを受ける。大阪大学医学部へ進み宮
崎茂三郎、六反田俊雄両師範の指導を受ける。昭和３６年卒業。母校の助手、滋
賀医科大学助教授を経て昭和５５年大阪医科大学教授となる。専門は生化学。こ
の間大阪大学池田勇治、大阪医科大学吉村鼎両師範のもとで稽古を継続し、大
阪医科大学剣道部長、関西学生剣道連盟副会長、大阪学生剣道連盟会長を務め、
学生剣道の育成にあたった。平成１６年定年退職。現在は大阪医科大学師範、医
療法人財団兵庫錦秀会西神看護専門学校学校長、社大阪府剣道連盟会長、財大
阪武道振興協会理事長。剣道錬士七段。
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連載

私の好きな言葉
●124

宮坂昌之
（大阪大学未来戦略機構・特任教授）

夢
み
て
行
い
考
え
て
祈
る

　
こ
の
言
葉
は
元
大
阪
大
学
総
長
の
山
村
雄
一
先
生

（
１
９
１
８
～
１
９
９
０
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

山
村
先
生
は
初
代
の
日
本
免
疫
学
会
・
会
長
で
、
日

本
の
免
疫
学
を
世
界
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
た
方
で
あ
る
。
私
の
大
阪
大
学
赴
任
時
に
は
既

に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
直
接
の
薫
陶

は
受
け
な
か
っ
た
が
、
阪
大
に
は
山
村
先
生
の
お
弟

子
さ
ん
が
多
く
お
ら
れ
、
こ
の
言
葉
を
知
る
機
会
が

あ
っ
た
。
色
々
な
解
釈
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分

が
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
高
い
志
を

も
っ
て
実
行
す
る（
夢
み
て
行
う
）こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
実
行
の
過
程
で
は
本
当
に
正
し
い
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
か
を
自
ら
振
り
返
り
、
後
は
う
ま
く
行
っ

て
欲
し
い
と
念
ず
る（
考
え
て
祈
る
）真
摯
な
心
が
必

要
で
あ
る
。
山
村
先
生
は
あ
る
時
に
「
人
生
に
は
必

要
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
夢
と
ロ
マ
ン
と
反
省

だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

解
釈
は
あ
な
が
ち
外
れ
て
い
る
と
言
え
な
か
ろ
う
。

　
学
問
の
世
界
で
も
剣
道
の
世
界
で
も
同
様
の
こ
と

みやさか・まさゆき／昭和２２年９月１８日、長野県上田市生まれ、６４歳。上田高か
ら京都大医学部に進み、オーストラリアに留学。その際にオーストラリア国立大
学剣道部を創設。その後、スイス、東京都の研究所を経て、大阪大学医学部教授
となる。専門は免疫学。剣道は中学時代から始め、高校時代はインターハイに出
場する。現在、大阪大学未来戦略機構・特任教授。剣道錬士七段

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
志
、

夢
が
あ
っ
て
初
め
て
努
力
す
べ
き
道
筋
と
到
達
す
べ

き
目
標
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
た
だ
ひ
た
す
ら

頑
張
っ
て
も
目
標
に
は
達
せ
ず
、
む
し
ろ
失
敗
の
ほ

う
が
多
い
。
そ
の
時
に
大
事
な
の
は
「
な
ぜ
失
敗
す

る
の
だ
ろ
う
？
」、「
な
ぜ
失
敗
し
た
の
だ
ろ
う
？
」

と
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
失
敗
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
考

え
る
心
で
あ
る
。
そ
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
時
に

は
、
あ
と
は
う
ま
く
行
っ
て
欲
し
い
と
念
ず
る
こ
と

で
あ
る
。

　
私
が
大
阪
の
箕
面
武
道
館
で
師
事
す
る
園
田
政
治

先
生
（
元
大
阪
府
警
主
席
師
範
）
か
ら
は
、「
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
悪
い
癖
が
直
ら
な
い
。
お
医
者
さ
ん

は
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ん
か
ら
悪
い
」
と
よ
く
辛

口
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
っ

と
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
夢
は
あ
る
も
の
の
、
努

力
が
足
り
な
い
こ
と
と
、
真
摯
な
反
省
の
念
が
足
り

な
い
の
で
あ
ろ
う
。
山
村
先
生
の
言
葉
を
見
て
は
、

ひ
た
す
ら
自
省
す
る
次
第
で
あ
る
。

山村雄一先生手書きの書
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十河勝正
（医療法人そごう会・そごう心療内科クリニック理事長）

あ
る
が
ま
ま

　私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
。
大
学
一
年
生
の
時
に
、

鎌
倉
の
円
覚
寺
に
一
週
間
座
禅
を
し
た
経
験
が
あ
る
。

そ
の
時
に
、
禅
僧
か
ら
「
あ
る
が
ま
ま
」
と
い
う
言

葉
を
は
じ
め
て
教
わ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
何
と
な
く

こ
の
言
葉
に
強
く
心
が
惹
か
れ
た
。

　日
本
の
フ
ロ
イ
ド
と
言
わ
れ
た
高
知
県
の
出
身
で

森
田
生ま
さ

馬た
け

と
い
う
精
神
科
の
先
生
が
「
あ
る
が
ま

ま
」
と
い
う
禅
の
言
葉
に
心
を
惹
か
れ
、
日
本
独
特

の
精
神
療
法
で
あ
る
森
田
療
法
を
一
九
二
一
年
に
構

築
さ
れ
た
。
物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
と
ら
え
る
事
、

つ
ま
り
、
物
事
を
気
分
本
位
か
ら
事
実
本
位
に
「
あ

る
が
ま
ま
」
に
捉
え
る
事
の
大
切
さ
を
説
か
れ
た
。

　不
安
障
害
の
患
者
さ
ん
は
不
安
と
言
う
心
の
現
象

を
病
的
な
も
の
と
思
い
込
み
、
取
り
除
こ
う
と
し
て

苦
し
む
が
、
不
安
を
病
的
な
も
の
と
捉
え
る
の
で
な

く
、
誰
で
も
起
こ
っ
て
来
る
正
常
な
心
の
現
象
と
捉

そ
ご
う
か
つ
ま
さ
／
昭
和
13
年
名
古
屋
生
ま
れ
広
島
県
呉
市
育
ち
、
76
歳
、
昭
和
38
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
大
学
精
神
神
経

科
入
局
、
初
代
教
授
、
島
崎
敏
樹
先
生
（
島
崎
藤
村
の
甥
）
に
師
事
。
医
療
法
人
そ
ご
う
会
・
そ
ご
う
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
剣
道

教
士
七
段
・
広
島
医
療
剣
道
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長
、
38
歳
か
ら
剣
道
を
始
め
る
。
第
16
回
全
日
本
医
師
剣
道
大
会
個
人
優
勝
・
日
本
精
神
神
経
学

会
専
門
医
・
指
導
医
・
精
神
保
健
の
部
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
・
市
政
功
労
賞
を
受
賞

え
て
、
あ
る
が
ま
ま
、
不
安
と
言
う
相
手
と
合
気
に

な
り
、
不
安
の
波
に
乗
る
事
が
大
切
で
あ
る
事
を
諭

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
を
自
力
で
体
得
を
す
る

事
が
肝
要
で
あ
る
と
諭
さ
れ
た
。
森
田
先
生
は
剣
道

で
言
う
事
理
一
致
の
大
切
さ
も
諭
さ
れ
た
。

　一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
医
ア
ー
ロ
ン
・
ベ
ッ

ク
は
人
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
込
み
（
認
知
の

ゆ
が
み
）、
思
考
の
パ
タ
ー
ン
（
自
動
思
考
）、
ス
キ

ー
マ
（
既
有
知
識
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
マ
イ
ナ
ス

の
方
向
に
働
い
た
場
合
、
認
知
の
歪
み
を
生
じ
て
心

の
病
を
生
じ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
ら
を
修
正
す
る
事

に
よ
っ
て
心
の
病
を
治
療
す
る
精
神
療
法
・
認
知
行

動
療
法
を
一
九
六
三
年
に
見
出
し
た
。
現
代
の
精
神

療
法
の
中
心
的
治
療
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
治
療
の
根
幹
は
森
田
療
法
と
同

じ
で
、
認
知
の
歪
み
を
治
し
て
、
気

分
本
位
の
認
知
の
歪
み
を
事
実
本
位

の
「
あ
る
が
ま
ま
」
の
認
知
に
変
え

る
事
で
あ
る
。
理
論
的
で
あ
る
が
、

森
田
療
法
に
比
べ
て
事
理
一
致
に
や

や
欠
け
て
い
る
気
が
す
る
。

 

「
あ
る
が
ま
ま
」
は
私
の
好
き
な
言

葉
で
あ
る
。
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
医
道
・
剣

道
・
人
生
に
お
い
て
も
「
あ
る
が
ま

ま
」
で
あ
り
た
い
。
し
か
し
、
五
感

を
持
っ
た
人
間
は
悟
り
を
開
く
事
は

至
難
の
業
で
あ
る
。
悟
り
的
悟
り
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
事
を
目
標
に
し

て
生
き
て
行
け
る
事
を
願
っ
て
、
喜

寿
を
迎
え
た
私
の
願
い
と
し
た
い
。
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あ
る
が
ま
ま

　私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
る
。
大
学
一
年
生
の
時
に
、

鎌
倉
の
円
覚
寺
に
一
週
間
座
禅
を
し
た
経
験
が
あ
る
。

そ
の
時
に
、
禅
僧
か
ら
「
あ
る
が
ま
ま
」
と
い
う
言

葉
を
は
じ
め
て
教
わ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
何
と
な
く

こ
の
言
葉
に
強
く
心
が
惹
か
れ
た
。

　日
本
の
フ
ロ
イ
ド
と
言
わ
れ
た
高
知
県
の
出
身
で

森
田
生ま
さ

馬た
け

と
い
う
精
神
科
の
先
生
が
「
あ
る
が
ま

ま
」
と
い
う
禅
の
言
葉
に
心
を
惹
か
れ
、
日
本
独
特

の
精
神
療
法
で
あ
る
森
田
療
法
を
一
九
二
一
年
に
構

築
さ
れ
た
。
物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
と
ら
え
る
事
、

つ
ま
り
、
物
事
を
気
分
本
位
か
ら
事
実
本
位
に
「
あ

る
が
ま
ま
」
に
捉
え
る
事
の
大
切
さ
を
説
か
れ
た
。

　不
安
障
害
の
患
者
さ
ん
は
不
安
と
言
う
心
の
現
象

を
病
的
な
も
の
と
思
い
込
み
、
取
り
除
こ
う
と
し
て

苦
し
む
が
、
不
安
を
病
的
な
も
の
と
捉
え
る
の
で
な

く
、
誰
で
も
起
こ
っ
て
来
る
正
常
な
心
の
現
象
と
捉

そ
ご
う
か
つ
ま
さ
／
昭
和
13
年
名
古
屋
生
ま
れ
広
島
県
呉
市
育
ち
、
76
歳
、
昭
和
38
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
大
学
精
神
神
経

科
入
局
、
初
代
教
授
、
島
崎
敏
樹
先
生
（
島
崎
藤
村
の
甥
）
に
師
事
。
医
療
法
人
そ
ご
う
会
・
そ
ご
う
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
剣
道

教
士
七
段
・
広
島
医
療
剣
道
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長
、
38
歳
か
ら
剣
道
を
始
め
る
。
第
16
回
全
日
本
医
師
剣
道
大
会
個
人
優
勝
・
日
本
精
神
神
経
学

会
専
門
医
・
指
導
医
・
精
神
保
健
の
部
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
・
市
政
功
労
賞
を
受
賞

え
て
、
あ
る
が
ま
ま
、
不
安
と
言
う
相
手
と
合
気
に

な
り
、
不
安
の
波
に
乗
る
事
が
大
切
で
あ
る
事
を
諭

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
を
自
力
で
体
得
を
す
る

事
が
肝
要
で
あ
る
と
諭
さ
れ
た
。
森
田
先
生
は
剣
道

で
言
う
事
理
一
致
の
大
切
さ
も
諭
さ
れ
た
。

　一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
医
ア
ー
ロ
ン
・
ベ
ッ

ク
は
人
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
込
み
（
認
知
の

ゆ
が
み
）、
思
考
の
パ
タ
ー
ン
（
自
動
思
考
）、
ス
キ

ー
マ
（
既
有
知
識
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
マ
イ
ナ
ス

の
方
向
に
働
い
た
場
合
、
認
知
の
歪
み
を
生
じ
て
心

の
病
を
生
じ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
ら
を
修
正
す
る
事

に
よ
っ
て
心
の
病
を
治
療
す
る
精
神
療
法
・
認
知
行

動
療
法
を
一
九
六
三
年
に
見
出
し
た
。
現
代
の
精
神

療
法
の
中
心
的
治
療
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
治
療
の
根
幹
は
森
田
療
法
と
同

じ
で
、
認
知
の
歪
み
を
治
し
て
、
気

分
本
位
の
認
知
の
歪
み
を
事
実
本
位

の
「
あ
る
が
ま
ま
」
の
認
知
に
変
え

る
事
で
あ
る
。
理
論
的
で
あ
る
が
、

森
田
療
法
に
比
べ
て
事
理
一
致
に
や

や
欠
け
て
い
る
気
が
す
る
。

 

「
あ
る
が
ま
ま
」
は
私
の
好
き
な
言

葉
で
あ
る
。
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
医
道
・
剣

道
・
人
生
に
お
い
て
も
「
あ
る
が
ま

ま
」
で
あ
り
た
い
。
し
か
し
、
五
感

を
持
っ
た
人
間
は
悟
り
を
開
く
事
は

至
難
の
業
で
あ
る
。
悟
り
的
悟
り
に

少
し
で
も
近
づ
け
る
事
を
目
標
に
し

て
生
き
て
行
け
る
事
を
願
っ
て
、
喜

寿
を
迎
え
た
私
の
願
い
と
し
た
い
。
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二
十
四
歳
で
医
師
と
な
り
三
十
六
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
二
十
年
間
竹
刀
を
握
る
こ

と
な
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
息
子
が
剣
道
を
始

め
る
の
に
乗
じ
四
十
四
歳
か
ら
剣
道
を
再
び
始
め
ま

し
た
。
再
開
し
て
ま
も
な
く
見
学
に
行
っ
た
土
浦
警

察
の
道
場
で 

九
十
四
歳
の
剣
道
家
が
中
学
生
と
向

か
い
あ
う
姿
を
偶
然
に
目
に
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

自
分
も
あ
と
五
十
年
も
剣
道
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
剣
道
家
は

はやし・あきと／昭和31年、鹿児島県国分市（現・霧島市）生まれ、60歳。城西
中学剣道部入部。鶴丸高校から順天堂大学に進む。米国ウィスコンシン州立大学
准教授、筑波大学を経て、順天堂大学医学部教授。専門はリハビリテーション医
学（順天堂大学浦安病院教授）、脳神経内科（順天堂医院教授併任）。日本運動障
害研究会会長。学生時代に全日本医科学生剣道大会団体優勝。医師となり全日本
医師剣道大会団体優勝。全剣連強化訓練帯同医師。茨城国体大将の部強化選手。
つくば市自燈剣道スポーツ少年団指導者。順天堂大学剣道部ＯＢＯＧ会長。全日
本医師剣道連盟事務局長。剣道五段。

い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
が
、
外
形
と
内
面
の
両
方
が

調
和
し
充
実
し
て
い
る
さ
ま
を
表
し
て
い
ま
す
。
仁

の
心
を
も
っ
て
剣
道
を
通
し
て
社
会
の
中
で
人
と
関

わ
る
こ
と
は
、
お
互
い
を
元
気
に
す
る
パ
ワ
ー
の
や

り
と
り
に
つ
な
が
り
、
斌
の
精
神
は
内
面
的
に
も
身

体
的
に
も
自
己
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
国
体
出
場
や
八
十
歳
ま
で
に
八
段
取
得
な
ど
勝

負
や
昇
段
の
目
標
を
立
て
励
み
と
し
て
い
ま
す
が
、

何
よ
り
も
己
が
剣
道
で
追
い
求
め
る
の
は
何
で
あ
る

か
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　
人
生
や
剣
道
の
修
養
は
山
登
り
と
似
て
い
ま
す
。

日
々
の
稽
古
で
は
反
省
す
る
こ
と
が
多
く
な
か
な
か

上
達
で
き
ず
山
登
り
の
途
中
で
道
に
迷
う
よ
う
な
心

境
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に

こ
そ
、
仁
と
斌
の
言
霊
を
胸
に
抱
き
、
山
の
頂
き
を

目
指
し
て
不
断
前
進
の
姿
勢
で
一
歩
で
も
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
い
つ
の
日
か
造
花
で
は
な

い
本
物
の
香
り
立
つ
花
の
よ
う
な
剣
道
を
で
き
る
こ

と
を
夢
に
見
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
茨
城
県
剣
道
連
盟
・
故
郷
の
鹿
児
島
県
剣

道
連
盟
・
全
日
本
医
師
剣
道
連
盟
や
全
日
本
剣
道
連

盟
の
関
係
な
ど
の
多
く
の
剣
道
家
の
皆
様
と
の
交
剣

知
愛
・
ご
指
導
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
医
剣
一

如
」
の
心
で
医
学
の
道
と
生
涯
剣
道
に
励
み
、
人
生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
「
今
ふ
た
た
び
の
剣
道
」
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仁
と
斌

医
師
で
も
あ
る
大
祢
一
郎
範
士
八
段
で
し
た
。

　
私
の
好
き
な
言
葉
と
し
た
の
は
座
右
の
銘
で
あ
る

仁
と
斌
で
す
。
仁（
Ｊ
Ｉ
Ｎ
）は
、「
医
は
仁
術
な
り
」

の
仁
で
あ
り
順
天
堂
大
学
の
学
是
で
も
あ
り
ま
す
。

人
が
ふ
た
り
と
書
い
て
仁
、
人
在
り
て
我
在
り
、
他

を
思
い
や
り
慈
し
む
心
、
こ
れ
即
ち
「
仁
」。
合
気

を
肝
要
と
す
る
剣
道
の
活
人
剣
に
通
じ
る
も
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
斌（
Ｈ
Ｉ
Ｎ
）、
文
武
両
道
の
文
武
と

書
き
ま
す
。
茨
城
の
那
須
亀
教
士
七
段
か
ら
教
え
て
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１） 年 月の東京大会詳細は全医剣連ホームページ

にて確認下さい。

全日本医師剣道連盟事務局

〒 茨城県つくば市並木 林明人

専用メールアドレス

住所・段位・称号の変更などのお知らせは次のページの用紙をご使用するか、上記のメ

ールアドレスでご連絡下さい。

２） 年会費（ 万円）を会員各自、下記銀行にお振り込みの程、よろしくお

願いします。事務局の変更に伴い、銀行口座も変更となっておりますので、

ご注意下さい。なお、振り込みの際には、最初にお名前をお書きください。

みずほ銀行・新浦安支店

普通口座

全日本医師剣道連盟

（ゼンニホンイシケンドウレンメイ）

３） ご寄付にご賛同の会員の先生は、

年会費に追加して上記銀行口座にお振り込み下さい。

１） 周年記念ロゴマークとロゴのステッカー 会員には無料配布

これまでのロゴをベースにデザイン（ ）

１） 周年記念ピンバッチ 円

ピンバッチは全日本医師剣道連盟会員の矜持のシンボルです。

直径 ㎜ 黒 金のピンバッチ
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２）吸汗速乾ポロシャツ（昇華プリント） 円

剣道の稽古や医務室業務にピッタリです。

左胸にロゴマーク、左袖に日の丸に面、紅白トンボを襟と前立てにデザイン。

４） 刺繍ポロシャツ（綿 ％ 鹿の子織り） 円

刺繍ポロシャツを白と黒の パターン。上にジャケットを着ても似合います。
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全日本医師剣道大会記録 

 回次 開催年月日 開催地 備考 

第 51回 H28/04/2-3 茨城県つくば市（つくばカピオ） 大会会長 ：大祢廣伸 実行委員長 ：林 明人 

第 50 回  京都市武道センター 大会会長 ：吉村了勇 実行委員長：西本知二 

第 49 回 H26/06/05- 長崎県立総合体育館サブアリーナ 大会会長 ：萬木信人 実行委員長：吉田善春 

第 48 回 H25/06/22- 仙台市青葉体育館 大会会長 ：今村幹雄 実行委員長：渡邊哲子 

第 47 回 H24/04/07- 鳥取（鳥取県立武道館） 大会会長 ：飯塚幹夫 実行委員長：湯村正仁 

第 46 回 H23/04/09- 東京 東日本大震災により中止 大会会長：伊藤元明  運営委員長：荻原幸彦 

第 45 回 H22/04/10- 三重（県営サンアリーナ） 大会会長 ：中山尚夫 

第 44 回 H21/05/23- 千葉（千葉ボートアリーナ） 大会会長：遠山富也 実行委員長：西嶋浩 事務局長：長尾啓一

第 43回 H20/04/19- 兵庫（兵庫県立武道館） 大会会長：松井英互 運営委員長：佐藤義典 

第 42 回 H19/04/07- 大阪（豊中市立体育館） 大会会長 ：宮坂昌之 事務局長 ：西本 孝 

第 41 回 H18/04/15- 神奈川（相模女子大体育館） 大会会長 ：野見山延 

第 40 回 H17/04/16- 大分 大会会長：広瀬信道 運営委員長：河野信一 

第 39 回 H16/04/17- 大阪（大阪コスモスクエア国際交流センター） 大会会長：鏡山博行 運営委員長：長野拓三 

第 38 回 H15/04/05- 福岡（宗像ユリックス） 大会会長：加野資典 

第 37 回 H14/09/14- 札幌（札幌市総合体育館） 大会会長：道下俊一 

第 36 回 H13/04/14- 熊本（熊本大学総合体育館） 大会会長：笹原 登 事務局長：由布雅夫 

第 35 回 H12/04/15- 広島（広島県立総合体育館武道場） 大会会長：十河勝正 大会副会長：瀬尾憲司 運営委員長：渋川哲治 

第 34 回 H11/04/03- 東京（東京医科大学記念会館） 大会会長：山崎 衛 運営委員長：伊藤元明 

第 33 回 H10/11/21- 鹿児島（鹿児島アリーナ） 大会会長：楠元忠雄 実行委員長：諸木浩ー 

第 32 回 H9.9.14 岩手（岩手県営武道館） 大会会長：中村好和 実行委員長：小西 一 

第 31 回 H8.9.22 沖縄（沖縄県立武道館） 大会会長：永山 薫 運営委員長：永山盛隆 

第 30 回 H7.4.9 愛知（江南市民会館） 大会会長：村瀬守男 運営委員長：吉尾 豪 

第 29 回 H6.10.16 東京 （東京医科大学記念会館） 大会会長：宮地 誠 大会副会長：山崎 衛 運営委員長：伊藤元明 

第 28 回 H5.10.10 福岡（県立久留米体育館） 大会会長：熊丸 治 運営委員長：加野資典 

第 27 回 H4.9.27 高松（高松市総合体育館） 大会会長：畠瀬 修 運営委員長：伊藤保憲 

第 26 回 H3.4.17 京都（京都市武道センター） 大会会長：横関誠夫 運営委員長：横関保彦 

第 25 回 H2.9.23 茨城（つくば第３県民センター） 大会会長 ：大禰一郎 

第 24 回 H1.9.15 仙台（県武道館） 大会会長 ：鈴木仁一 

第 23 回 S63.9.11 米子（市民体育館） 大会会長 ：中曽栄吾 

第 22 回 S62.4.4 東京（東京医科大学記念会館） 大会会長 ：大禰一郎 

第 21 回 S61.9.14 京都（京都市武道センター） 大会会長 ：根本浩介 

第 20 回 S60.9.15 千葉（千葉県武道館） 大会委員長：綿貫重雄 

第 19 回 S59/10/27- 岡山（岡山武道館） 大会委員長：日下 連 

第 53 回  北上総合体育館  大会委員長：綿貫重雄 

第 52 回  高知県立武道館    

大会会長：菅　義行 実行委員長：川上　格 事務局長：茂木　隆

大会会長 ：谷木利勝 実行委員長 ：枝重恭一

第 18回 S58.4.9 大阪（久保田鉄工中央体育館） 大会委員長：中村周吉郎 

H30/04/14-15

H29/04/08-09

H27/04/11 12-
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全日本医師剣道大会の記録

第 15 回 S55.5.25 長崎（市民体育館） 大会委員長：前田信良 

第 14 回 S54.4.8 東京（東京慈恵会医科大学体育館） 大会委員長：海老原千春 

第 13 回 S53.9.23 名古屋（愛知県スポーツ会館） 大会委員長：三輪田薫 

第 12 回 S52.11.13 下関（市立山ノ田中学校体育館） 大会委員長：桃崎正香 

第 11 回 S51.5.16 新潟（県立総合体育館〉 大会委員長：外山司郎 

第 10 回 S50.4.6 京都（武徳殿） 

第 09 回 S49.5.25 熊本（県武道館） 大会委員長：笹原 登 

第 08 回 S48.10.13 札幌（札幌体育館） 大会委員長：内藤詩郎 

第 07 回 S47.9.15 高知 大会終了後の会議にて 高岡謙次先生が連盟会長 

第 06 回 S46.4.3 東京（日本武道館） 大会会長 ：伊藤京逸 

第 05 回 S45.10.24 京都（武徳殿） 大会会長 ：高岡謙次 

第 04 回 S44.8.15 仙台（県立スポーツセンター） 大会会長 ：松川金七 

第 03 回 S43.2.18 束京（衆議院第一議員会館剣道場） 大会会長 ：伊藤京逸 

第 03 回 S42.4.1 名古屋（名鉄体育館） 大会会長 ：伊藤京逸 

第 02 回 S38 大阪（大阪城内・修道館） 大会会長 ：伊藤京逸 

第 01 回 S34 東京（後楽園・全剣連・中央道場） 初代連盟会長：伊藤京逸 

第 17 回 S57.10.10 広島（キリンビール広島工場体育館） 大会委員長：藤井 実 

第 16 回 S56.11.7 静岡（市民体育館） 大会委員長：内田智康 

１． FAX する。 029-855-7446 

連盟専用 e-mail：info@japan-medical-kendo.jp 

入会、退会、ならびに連絡先・段位・称号・連絡手段などに変更がある場合、以下に記載

して、下記のいずれかの方法で連盟事務局にお知らせ下さい。 

２． に添付して送る。 

３． 郵送する。 送付先：〒305-0044 茨城県つくば市並木３丁目２３－２５ 

全日本医師剣道連盟事務局 林明人 

いずれかに○ 入会・退会 段位・称号変更 住所変更 電話番号変更 メールアドレス変更

以下のすべての項目に記載し、変更点のある場所を大きい〇で囲ってください。 

ふりがな 生年月日 年 月 日 

氏名 出身大学 学部 

段位 称号 

連絡先住所 

（郵便物送付先） 

〒 - 

いずれかに

〇 

自宅 

勤務先 

固定電話 

携帯電話 

メールアドレス 1

メールアドレス 2

以下の欄には、連盟に知らせたいこと等を、ご自由にお書き下さい。 
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会員登録・変更について
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